
Ⅰ. はじめに

１) カントリーハウスとポライト・ツーリスト

英国の貴族などの大地主は､ 16世紀末頃から20世紀初期にかけて､ 一族の出自のある地方の

広大な地所������に大邸宅を建てた｡ この地主の地方の大邸宅のことをカントリーハウスとよ

び､ 地主は邸宅と庭園に富をつぎ込んで趣向をこらした｡ カントリーハウスの空間で､ いかに

壮麗な建築スタイルと庭園管理において趣味の良さを示すかが､ 所有者の権力の現れであった｡

建築文化史学者����	
�����は､ 英国のカントリーハウスの生活についての著書のなかで､

カントリーハウスの社会的機能について､ 権力､ 社交､ 科学技術､ モラルなどの多様な視点か

ら論じている｡ (	
�����, 1978)

カントリーハウスは､ 所有者のプライベートな住まいであると同時に､ パブリックな社会性

をもつ場所として機能した｡ カントリーハウス所有者は､ 地主であり､ その地方の支配者であっ
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英国のカントリーハウス庭園とポライト・ツーリスト

19世紀後半から20世紀のニューステッド・アビーを中心に
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要 約

0��
��は18世紀に貴族とジェントリによる上流階級で新たに共有された社会的な行動規範のひとつ
である｡ 本稿では､ 英国中東部ノッティンガム州にあるカントリーハウスであるニューステッド・ア
ビー������������庭園の改良を事例に､ カントリーハウスにおける���
��な庭園管理の実践につ
いて考察する｡
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た｡ 広大な地所と邸宅を管理運営するためにカントリーハウスの所有者は多くの人々を雇用し

た｡ 大きなカントリーハウスの周辺には､ カントリーハウスで雇用されている人々と家族が暮

らす村�����������	�ができた｡ 雇い人の立場にたつと､ カントリーハウスは､ 労働の場所で

あった｡ (ホーン, 2005；
����, 1995)

カントリーハウスは､ 地主階級の社交の舞台であった｡ かれらは､ 冬期の国会のある時期は､

ロンドンにあるタウンハウスで政治と社交のシーズンを過ごし､ 夏期には､ それぞれの地所に

あるカントリーハウスに戻った｡ カントリーハウス所有者の上流階級はお互いの地所に招きあ

い､ もてなしあった｡ かれらは､ 狩猟などのスポーツをカントリーハウスのある地所で行った｡

カントリーハウスをもてなしの場所として魅力的に保つということが､ 地主として地所を運営

する上で重要であった｡ カントリーハウスは､ 社交のための接客空間であった｡ カントリーハ

ウスは限られた機会であったが外部から一般の見学者も受け入れてきた｡ カントリーハウスが

どのように外部の人々に見学されたかという歴史について､ 文化史学者の�������������

は､ ����������������というタイトルの書を著している｡ 楽しみのために旅行をする人々で

ある�������という語の誕生は､ 19世紀半ばまで待たれるが､ カントリーハウスを楽しみのた

めに見学する人々の歴史はこれより古い｡ カントリーハウスは､ ������なツーリストに対して､

������な場所であるカントリーハウスを三百年以上にわたって公開してきた歴史をもつ｡

(��������, 1998)

18世紀のカントリーハウス隆盛時代の英国の上流社会と文化をめぐる研究では､ この������

という語がキーワードとなっている｡ ������には､ ｢１. 丁寧な､ 礼儀正しい､ ２. 洗練され

た､ 高尚な､ ３. 上品な､ 教養のある；上流の｣ (『ジーニアス英和大辞典』 による) などの一

般的な意味があるが､ 18世紀以降､ ������は上流社会のメンバーがとるべき行動規範のひとつ

としてみなされるようになった｡ カントリーハウスの空間では上流社会の人びとは������とい

う価値基準によって互いに判断し､ ������な言動が求められた｡ カントリーハウスは､ ホスト

にとってもゲストにとっても������が実践される場所であった｡

歴史学者の���  ��������は､ ������!"#$�%"&��というタイトルの著書のなかで､ 18世紀

のイングランドの庭園と社会を������という視点から読み解いた｡ 従来は､ およそ二百家族程

度の世襲貴族階級とジェントリとよばれた平民である地主との間には身分の違いがはっきりし

ていた｡ それに対して18世紀は､ 社会が流動的であり変動のある時代であった｡ 18世紀は､ ジェ

ントリが､ 企業家精神を持ち新大陸との奴隷貿易を含む貿易や産業革命による工業化によって

得た利潤で莫大な富を蓄積した｡ このように富と力を新たに得た階層が､ 世襲貴族によって構

成されていた上流社会に上昇した｡ 本来､ 上流社会は限られた世襲貴族のメンバーによる社会

的なつきあいに閉じられていて､ かれらの間のつきあいにかかわるエチケットは厳格であった｡

しかしながら､ 新興勢力が社会的に上昇したことで､ 従来の上流社会は､ 異質な価値観を持つ

新興勢力を受け入れ､ かれらと社会的につきあう必要が生まれた｡ 新興勢力は財力にまかせて
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新たに広大な地所を購入し､ 贅を尽くした貴族のようなカントリーハウスを建てた｡ 新たに､

上昇した新興勢力は､ 経済的な消費力を背景に貴族のライフスタイルを模倣した｡ (川北,

1996) 今までは､ 貴族とジェントリは身分が異なった集団であるが､ しだいにひとつの上流階

級を形成しつつあった｡ この過程で､ 新たに共有された社会的な行動規範のひとつが������で

あった｡ だから������という基準は､ 上流社会のライフスタイルをめぐるありとあらゆる局面

で重要であった｡ 逆にいえば������という基準をみたすような着衣や身体の立ち居振る舞いか

ら､ カントリーハウスと庭園の景観管理をめぐる物質的なライフスタイルまで自らの経済力で

実現していると認められれば､ 生まれながらの貴族でなくても､ 上流社会に上昇できた｡

(������	
��, 1995)

������	
��によると������という価値観は､ 消費の力である程度実現できると定義されてい

る｡ 財力さえあれば､ 社会的に上昇できるという時代において､ とくに新興勢力の間ではいか

に財力があるのかということをひけらかすような消費���
����
���
	�����が､ カントリー

ハウスと庭園と地所とその社交に注がれた｡ しかしながら派手すぎる消費によって実現された

カントリーハウスにおいて､ 趣味と品格および支配者として地所に住む人々に対する慈愛の心

がどのように実現されているのかという哲学とモラルも問われた｡ (ダニエルズ, 2001) この

ような施主の考えをカントリーハウスの地所と庭園のデザインを改良することで実現する

����
������������という専門職も生まれた｡ このような時流の中で広大な地所を見渡すよう

に地形を生かして川の流れや湖を配置する自然風の風景を創りだすようにデザインされた風景

式庭園という新しい庭園様式が英国で生まれた｡ なかでも､ ウィリアム・ケント������	 ����､

ランスロット・ブラウン�������������､ ハンフリー・レプトン�	����������などが提案

する風景式庭園のデザインがカントリーハウス所有者の施主のあいだで人気があった｡

(������
, 1999；2002)

一方､ 新興勢力の経済的な活躍の場所は､ 英国内にとどまらなかった｡ 新たにカントリーハ

ウスの所有者となった新興勢力の富の多くは､ 西インド諸島にある黒人奴隷労働によって支え

られたプランテーションや新世界や植民地との貿易の利潤によっていた｡ 18世紀の上流階級の

世界を描いたジェーン・オースティンの小説 『マンスフィールド・パーク』 では､ マンスフィー

ルド・パークの地主サー・トマス・バートラムは西インド諸島のアンティグア諸島に砂糖プラ

ンテーションの地所を所有していた｡ バートラムは､ 小説の中で､ アンティグア諸島と英国の

間を行き来する｡ マンスフィールド・パークにおける物質的に贅沢なライフスタイルは､ アン

ティグア諸島の砂糖プランテーションからあがる富によって支えられていた｡ 英国は帝国を地

球的規模に､ 西南アフリカ､ インド､ カナダ､ オーストラリア､ 西インド諸島にまでのばしつ

つあった｡ カントリーハウスの生活は､ 大英帝国の富の集積として成り立っていた｡ 文化批評

家のエドワード・サイードはこの点を小説の中の仕事と事業と階級に関するモラルの展開にお

いて鋭く指摘している｡ (サイード, 1998)
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英国人の地主がカントリーハウスで贅沢な生活ができたのは､ 黒人奴隷労働による西インド

諸島のプランテーションからもたらされた莫大な富によっていたことについて具体的に精査す

る研究が近年進んでいる｡ 2007年は大西洋奴隷貿易が英国議会による法令で禁止された1807年

から数えて二百周年であった｡ それを記念して､ 英国で多くのカントリーハウスを現在所有す

る団体イングリッシュ・ヘリテージ��������	
����	とナショナル・トラスト��������
���

では奴隷制と英国内のカントリーハウスのつながりについて考察する展示やイベントが開催さ

れた｡ 中でも2009年ロンドン大学でひらかれた奴隷制と英国のカントリーハウスについての研

究会����	
������	�
����������
�����	����������

	���	�	�
��はひとつの集大成となっ

た｡

地理学者の������	�	����
らは､ 英国と西インド諸島の両方に地所を所有する地主の地所

管理についてピクチャレスクという視点から分析している｡ (�	����
	����, 1998) ピクチャ

レスクとは18世紀の英国で､ 生み出された新しい美の規範である｡ 18世紀には､ 貴族の子弟の

間で､ グランドツアーと呼ばれるイタリア旅行が流行した｡ (本城, 1995；岡田, 2010；

������, 1996) かれらがグランドツアーの目的地ローマで夢中になってみたものは多くの古代

遺跡の廃墟であった｡ かれらは廃墟のある風景に美しさを発見した｡ 貴族の子弟は､ グランド

ツアーでみたイタリアの風景を描いた風景画を買い求め､ カントリーハウスの壁面に飾った｡

英国人の間ではとくにクロード・ロランの描いた風景画に人気が集まった｡ クロード・ロラン

が得意としたのは ｢中景に暗い樹木が茂り､ 遠景に明るいカンパーニャの眺望が開けるといっ

た種類の､ 比較的おだやかな風景｣ (川崎, 1991) である｡ ピクチャレスクとは､ クロード・

ロランの絵画に見られるようなある特定の絵画美であった｡ ユヴェデイル・プライス��	���	

 
��	のピクチャレスクの定義は ｢荒々しさ､ 複雑さ､ 不規則性を特色とする小規模な風景で､

鋭い対照と多様なる色合いに満ちたもの｣ である｡ かれらは､ 古代遺跡のような廃墟を描いた

絵画を室内に飾ることにとどまらず､ 廃墟のような装飾的建造物をカントリーハウスの庭園に

新たに建築した｡ あるいは､ すでに英国内に多く存在していた廃墟を愛でるためのピクチャレ

スクツアーに出かけた｡ ピクチャレスク愛好家たちは､ 英国西部ワイ川流域にある修道院の廃

墟ティンターン・アビーを好んで訪れた｡ ティンターン・アビーは､ ピクチャレスク愛好家た

ちに多く描かれ､ 詩に詠われた｡ 一方18世紀後半の英国をめぐる社会世相を考えると､ 対岸で

はフランス革命がおこり､ 英仏戦争が勃発した｡ 18世紀は社会不安の時代でもあった｡ この時

代と廃墟のような ｢不規則で荒れた感じ｣ や ｢心たのしい恐怖感｣ を誘うピクチャレスク趣味

は同調した面があった｡ (川崎, 1991；高山, 1995；2007) カントリーハウスの庭園の景観管

理の側面でも､ 邸宅を広大な地所の中でこれみよがしに誇るようなランスロット・ブラウンの

提案するような風景式庭園に対して､ 邸宅をクロード・ロランの描く風景画にあるような暗い

樹木林の中に隠して､ 遠望できないようにするピクチャレスクな景観管理もユヴェデイル・プ

ライスやリチャード・ペイン・ナイト�����
� ���	!�����らから提案された｡ 当時のカント
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リーハウス所有者の知識人の間ではどのような景観管理が品位やモラルの観点からよいのか多

様に議論された｡ (ダニエルズ, 2001；���������	
�, 1998)

��
��というのは､ 社会変動の時代にあらたに創造された価値基準である｡ ��
��とは､ 具

体的にどのようなスタイルであるかということは常に社会の移り変わりとともに変化するもの

であり､ 上流社会で��
��という価値観の実践に関して議論された｡ カントリーハウスは､ 所

有者にも訪問者にも��
��という点に関して実践が問われているという意味で政治的な空間で

ある｡ カントリーハウスは､ 力関係があらわになる空間であるとともに､ ��
��を実現するプ

ロセスのなかで地主の趣味や品位､ モラルが問われる空間であった｡ (�

	����, 1995)

２) 本稿の視点：ニューステッド・アビーの庭園とポライトな改良

本稿では､ 英国の中東部ノッティンガム州にあるカントリーハウスのニューステッド・アビー

������	������庭園の改良を事例に､ カントリーハウスにおける��
��な庭園管理の実践に

ついて考察する｡ ヘンリー８世が行った修道院の解散法 (1539) によって､ ニューステッドの

地所にもともとあったオーガスティン派の修道院は解散した｡ 解散させられた修道院の地所が

1540年に貴族のバイロン家���������に下賜された｡ 以来三百年近くにわたってバイロン家

がニューステッド・アビー地所を所有した｡ しかし６代の詩人バイロン卿 (ジョージ・ゴード

ン・バイロン) が経済的にニューステッド・アビーを維持することが困難になり1817年に売却

した｡ その後ニューステッド・アビーの所有者は19世紀を通じて次々と移り変わっている｡ ニュー

ステッド・アビーの所有は､ まず､ 西インド諸島 (ジャマイカ) にプランテーションを所有す

るワイルドマン家����
��	��(1818－1860)､ 次に炭鉱主一族のウェブ家��������(1861－

1931) に移っている｡ 最後に地元の富裕な企業家で慈善家カーン卿����
���	��が1931年

に購入して直ちにノッティンガム市へ寄贈した｡ 現在もニューステッド・アビーはノッティン

ガム市が所有し邸宅と庭園を博物館として市民に公開している｡ ニューステッド・アビーは､

現在も見学することのできる特色あるカントリーハウスであり､ ノッティンガム市の観光資源

である｡ ニューステッド・アビーの地所は､ 現在､ �����������	�������	�����������	���

(����) に指定され多様な動植物が生息する自然保全地区となっている｡

本稿では､ ニューステッド・アビーの所有者が19世紀の初期以来､ 世襲貴族→ジャマイカに

プランテーションを所有する軍人→炭鉱所有者と､ その時代の新興勢力に移り変わったことで､

どのように庭園に改良が加えられ､ ��
��が実践されたのか多様性をみる｡ 新たに財力を築い

て成功の証としてニューステッド・アビーを所有した新興勢力の地主の活動範囲は英国内にと

どまらない｡ ワイルドマン家の富は､ ジャマイカの砂糖プランテーションから得ていた｡ 炭鉱

経営で成功したウィリアム・フレドリック・ウェブは､ ニューステッド・アビーには多くの時

間とどまらず､ アフリカ探検で活躍した｡ このようにニューステッド・アビーの庭園を含む景

観管理の実践の中に､ 英国以外の多様な世界の国々との関係をみることも本稿の目的である｡
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一方で６代バイロン卿がニューステッド・アビーを1817年に売却した後でも､ ニューステッ

ド・アビーは伝説的なバイロン家､ とくに６代詩人ジョージ・ゴードン・バイロンの家であっ

たことは現在まで語られている｡ バイロン家の後の所有者は､ ニューステッド・アビーが公開

されるときには､ 詩人バイロンにかかわる言い伝えや伝来の事物を展示して､ 詩人バイロンに

敬意をあらわしている｡ ニューステッド・アビーについてヴィクトリア時代に執筆された初期

のガイドブックでも現代のガイドブックでも､ 詩人バイロンのことは必ず語られている｡ バイ

ロンは､ このニューステッド・アビーのもつキャラクターの一部になっている｡ 次のⅡ章では､

地所所有者の視点からみたニューステッド・アビー庭園の改良について������の実践の視点か

らみる｡ 続くⅢ章では､ ポライト・ツーリストの視点からニューステッド・アビー庭園をみる｡

Ⅱ. 地所所有者の視点からみたポライトなニューステッド・アビー庭園の改良

｢(ロンドンの都市構造を考えるうえで興味深いのは､) サイオン・ハウスに見られるように､

土地が最初は修道院として開発され､ やがて後に貴族に下賜されてゆく例が多いということで

ある｡｣ (鈴木, 1996：15) と建築史学者の鈴木博之が指摘するように､ 英国の多くのカントリー

ハウスのルーツは修道院にある｡ 本稿で事例とするカントリーハウスのニューステッド・アビー

のアビーは大修道院あるいは大聖堂という意味である｡ もともとこの地は､ 1163年頃にオーガ

スティン派の修道院������	
������������������として開発された｡ しかしヘンリー８世

による修道院解散法 (1539) によってこの地に建てられたオーガスティン派の修道院が解散さ

れた｡ その後ヘンリー８世は��������	����
�������にその修道院の地所を下賜した｡ バ

イロン卿は､ 下賜された��������の地所を､ 修道院�����	の地であったことにちなんで､

������������	と名付け直した｡ (������������	, 1995) 修道院の規模のランクでいえば､

�����	は����	より規模の小さな修道院である｡ しかしながら､ バイロン卿は､ 新たに得た地

所に誇らしく����	の名前を適用して自らの邸宅を昇格させた｡ そのようにニューステッド・

アビーの名前自体がバイロン卿によって新たに命名された｡ 図１の写真をみればわかるように､

現在のニューステッド・アビーも修道院のおもかげを残した建築物である｡ ニューステッド・

アビーは修道院の廃墟を利用したピクチャレスクなカントリーハウスとして後の所有者たちは

改良しながら居住した｡ ニューステッド・アビーには､ 300エーカーあまりの地所 (��������)

がある｡

この写真の左側に三角形のかたちが見える部分はオーガスティン派の聖マリア修道院���

�����	�
�����	の礼拝堂であった｡ 現在､ その部分の礼拝堂は廃墟となり13世紀後期につ

くられた西側の壁����
�����のみが残っている｡ ニューステッド・アビーの邸宅となる主建

築物はバイロン卿によって再命名されたように後の居住者たちによっても�������	とよばれ

ている｡ 邸宅はロの字型の回廊のある建物で南西の角に塔がある｡ さらにそこから館が西に伸

びているという空間構成になっている｡ 邸宅の東側は､ いくつかの区画に分かれた整形式庭園
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が広がっている｡ 邸宅からみて

北西から南東にかけて地所の中

をリーン川 ���������が流れ

ている｡ このリーン川をめぐっ

て景観は時代によって大きく変

化する｡ バイロンの時代は水車

小屋がある風景が展開し､ さら

に川はせき止められ滝と湖がつ

くられた｡ ワイルドマンの時代

にはもっとおおがかりに整備さ

れ ､ 大きな装飾的な湖 �	�


��������が造成された｡

この章では､ バイロン家の時

代 (1540－1817)､ ワイルドマ

ン家の時代 (1818－1860)､ ウェブ家の時代 (1861－1931) のニューステッド・アビーの庭園

の改良について概観し､ ������な庭園の改良の実践について考察する｡

１) バイロン家の時代 (1540－1817)

バイロン家の時代の湖・池・川など水に関わる景観の改良についてまず概観する｡ 邸宅から

みて北西から南東に向かってリーン川���������が流れている｡ バイロンの時代にリーン川

をせきとめて堰と滝をつくった｡ バイロンの頃には��������は�������とよばれ､ 水車小

屋があり水車が動いていた｡ 邸宅の東南には���� ����とよばれる魚の池がある｡ 修道院で

は､ 金曜日に魚を食べるという慣習があり､ ��������では､ もともとは修道士が食べる魚を

育てていた｡ 18世紀初期のバイロンの時代に��������は南北に長方形のかたちに整備され装

飾的な運河のような池をかたちづくった｡ 池の両側は､ イチイの小道�����������があり､

後のヴィクトリア時代には鯉を飼っていた｡ 池の北の端には､ 聖マリアの井戸������������

があった｡ この井戸は､ 願いがかなう井戸���	�������と信じられていた｡ 井戸は20世紀半

ばまで使われていた｡ 井戸の水は冷たくて､ 魔法の力�������������があると信じられてい

た｡

バイロンの時代に､ 邸宅の北東にある大きな庭園�	�
����
�����は､ �����������と長

方形の装飾的池���������からなる｡ これらはオランダ式のスタイルで､ そのスタイルが流

行した17世紀後半から18世紀頃につくられたと考えられる｡ 装飾的池���������はクルミの

木立によって囲まれていて､ 鏡池����������ともよばれた｡ 中世の修道院時代は魚を飼う池

として使われていたと考えられる｡ 大きさは､ 300フィート×100フィートの長方形である｡ 北
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図１ ニューステッド・アビーを西側から望む

(出典：2008年３月筆者撮影)
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側の壁は､ 14世紀に起源をもつと考えられる｡ 壁の北に小道をたどると森の池���������	に

いきつく｡ バイロン家の人々は､ この池をアメリカ湖
����������とよんでいた｡ �������

���	があった庭園は､ バイロン家の時代は､ 冬は室内に持ち運ぶような植木鉢に植えたオレ

ンジの木が飾られていたと考えられる｡ バイロン家の時代に､ �������とよばれる彫像を庭園に

装飾的に配置した｡

詩人で有名なジョージ・ゴードン・バイロン (1788－1824) は､ 1797年彼がわずか９歳のと

きに６代バイロン卿の爵位を継ぎ､ ニューステッド・アビーの地主となった｡ その後バイロン

は､ 名門パブリックスクールのハロー校に進み､ つづいて1805年ケンブリッジ大学トリニティ・

カレッジに入学する｡ はじめはニューステッド・アビーの邸宅は借家人に貸していたが､ 1808

年にバイロン自身が居住しはじめた｡ 邸内は荒れ放題であったが､ 彼は大改造を試みた｡ バイ

ロンはニューステッド・アビーのホストとしてケンブリッジ大学の学友たちを招いてパーティ

をしてもてなした｡ ニューステッド・アビーは友人をもてなす接客空間として機能した｡ 彼は､

生まれつき右足が不自由であったがスポーツが得意だった｡ バイロンは､ 邸内の大ホール���

���������をピストルの射撃の練習場にし､ 大ダイニング������������������� (�����) を

ボクシングやフェンシングの練習場にした｡ 邸宅でのバイロンの放蕩生活も規模が大きくなっ

た｡ 邸宅を整備するためのお金は潤沢ではなかった｡

バイロンは放蕩をし尽くし､ 財政難であった｡ バイロンの奇行はとどまらない｡ 彼は修道院

時代にあると伝えられた埋蔵金を掘り出そうとして邸宅の北側の庭園地を発掘するほどであっ

た｡ 結局バイロンは埋蔵金を発見できなかったが､ 彼の庭師はオーガスティン派の修道士の頭

骨を発掘した｡ バイロンは､ これをノッティンガムの金細工師に持ち込み､ 酒杯として加工を

頼んだ｡ この髑髏の酒杯は友人たちとの宴で使用された｡ これは趣向をこらしたアトラクショ

ンでありもてなしとなった｡ (���	, 1978；�����, 1987)

彼は､ 熊､ 多くの犬､ 亀､ ハリネズミなどの多くの動物を邸内で飼っていた｡ 彼は愛犬であ

るニューファンドランド犬の ����!���を1808年11月に亡くした｡ 彼は､ 死を悼んで1808年か

ら1809年にかけての冬 ����!���の大きな記念碑を邸宅の東側の庭園に建立した｡

バイロンは1809年ポルトガル､ スペイン､ ジブラルタル､ マルタ島､ アルバニア､ ギリシャ､

小アジアなどへ向かってグランドツアーに従者と友人たちとともに旅立った｡ 1811年７月に英

国に帰国して､ 旅行中の見聞を 『貴公子ハロルドの巡礼』 としてまとめさらに文学的に成功す

る｡ (笠原, 2009)

詩人は､ 1808年から1814年まで６年間ニューステッド・アビーに居住した｡ バイロンは私生

活 (異母姉オーガスタとの関係) のモラルを叱責され最終的に英国の社交界を追放された｡ 彼

は1816年に大陸へと出発した｡ 彼はスイス､ イタリアと詩人として友人たちのネットワークを

たより大陸を放浪した｡ 1824年にギリシャ独立戦争に義勇軍として参加していたバイロンはギ

リシャ本土のメッサロンギにて病気のため命を落とす｡
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邸宅の南の庭園にバイロンの

オークがある｡ これは､ 詩人バ

イロンが爵位を継いだ記念に10

歳の時はじめてニューステッド・

アビーを訪れた1798年に植樹し

たと伝えられる｡ その10年後あ

まり良い状態に育っていないオー

クの木にむけてバイロンは ��

��������	
��	��を詠んだ｡

木は復活し､ バイロンの死後も

バイロンの事跡を訪れるヴィク

トリア時代のポライト・ツーリ

ストたちに大人気であった｡ し

かし､ 1915年に木の状態が悪く

なり救おうと試みたが失敗し､

ついに切り倒された｡ 現在は切

り株をみることができる｡ 1988

年に詩人バイロンの生誕200周

年を記念して詩人の子孫である

������������が小さなオーク

の木をバイロンのオークの切り

株の隣に植樹した｡

バイロンの時代の庭園管理を

考えるとき､ 池などの事例にみ

るように､ 修道院時代の遺物を改造し整備して再生している｡ バイロンの時代は修道院の廃墟

という性格を生かしたピクチャレスクな景観管理を実践した｡ さらに最後の所有者６代詩人バ

イロンの事跡がニューステッド・アビーに強いキャラクターを新たに加えた｡

２) ワイルドマン家の時代 (1818－1860)

陸軍大佐のトマス・ワイルドマン���������������� ���(1787－1859) は､ ６代詩人の

ジョージ・ゴードン・バイロン卿のハロー校時代の友人であった｡ 彼はワーテルローの戦いで

活躍し､ 軍人としてのキャリアで成功をおさめた｡ ワイルドマンの一族は西インド諸島にプラ

ンテーション���!�"#��� $������������%����"�を所有していて､ そこから莫大な富を得た｡

ワイルドマンは､ バイロンから荒れ果てた状態のニューステッド・アビーを&94'500で購入し
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図２ ニューステッド・アビー庭園の19世紀後半の空間的
配置図

(出典： (��"��(�������), 2004) より一部改変)
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た｡ 続いて､ 彼は購入したニューステッド・アビーの邸内と庭園を改良するために､ 別に

�100�000を費やした｡ ワイルドマンは新婚の妻������とともにニューステッド・アビーに住ん

だ｡ (	��
�, 1991；1997)

建築史学者������によると､ 軍人トマス・ワイルドマンは中世の騎士道精神をロマンチッ

クに理想としていた｡ 彼は､ ニューステッド・アビーにおいて､ 彼の中世騎士道精神を視覚化

しようとした｡ 彼は建築家��������にデザインを依頼しニューステッド・アビーの景観管

理を中世復古の趣味であるゴシックリヴァイバル様式で実践した｡ ニューステッド・アビーの

邸内の中世騎士道世界を思わせるような装飾､ なかでも美しいステンドグラスなどの中世趣味

の強いキャラクターはこのときに付け加わった｡ (������, 1981)

ワイルドマンは､ バイロン家の時代にせき止められたリーン川から､ 現在見ることができる

装飾的な庭園湖���������を1820年に造成した｡ これによって､ 庭園と地所の景観は一変し

た｡ 彼は地所を風景式庭園に整えた｡ つづいて､ 1850年前にワイルドマンは､ 邸宅の南東の2�5

エーカーあまりのエリアに壁に囲まれ､ 装飾的な泉のあるキッチンガーデンをつくった｡ さら

にワイルドマンの妻������は邸宅の東に新たに刺繍花壇�������������をつくった｡ ワイ

ルドマンの庭園における大きな功績は､ 庭園湖���������の造成とキッチンガーデンの造園

であった｡ ワイルドマンは､ ニューステッド・アビーに中世騎士道的な雰囲気と世界観を新た

に付け加えた｡ 庭園においても､ 邸宅の東のキッチンガーデンと������の刺繍花壇は､ 中世

復古のゴシックリヴァイバル趣味である｡ ワイルドマンの財力は､ 装飾的湖の���������の

造成を可能にした｡ (	��
�, 1997)

３) ウェブ家の時代 (1861－1931)

最も活発に庭園の改良が行われたのは､ ウェブ家の時代である｡ ウィリアム・フレドリック・

ウェブ������������������(1829－1899) は､ 炭鉱で得た富でニューステッド・アビーを

購入して成功の証とした｡ しかし彼自身はアフリカ探検で不在が多く､ 庭園にはそれほど熱心

に関わらなかった｡ ウィリアム・フレドリック・ウェブは､ アフリカでライオン狩りなどの狩

猟に夢中であった｡ 彼は著名なアフリカ探検家デイヴィッド・リヴィングストン �����

������� ��にアフリカで助けられ､ それ以来彼らは親しくなり､ リヴィングストンはしばしば

ニューステッド・アビーを訪れた｡ ウィリアム・フレドリック・ウェブはアフリカからライオ

ンの毛皮やサイなどの狩りの獲物の頭の剥製をニューステッド・アビーに持ち帰った｡ ウェブ

の時代の!����� "���の写真をみると､ ライオンの毛皮の敷物が写真に写っているだけでも

４枚あり､ 壁面には狩りで得たアフリカに生息するサイなど立派な角のある動物の頭が誇らし

げに５体飾られている｡

ウィリアム・フレドリック・ウェブには､ 子どもが７人いた｡ そのなかでも妻と二人の娘ジェ

ラルディン��������(1859－1910) とエセル# ���(1862－1915) は庭園の改良に熱心であっ
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た｡ ジェラルディンはのちに��������	
���となる｡ ニューステッド・アビー地所は､ 父親

のウィリアム・フレドリックが1899年にルクソールで亡くなった後､ ��������	
���の所有

を経て､ ����が､ 1910年に引き継ぐ｡

ウェブ家の時代にシダ園�������､ �����	����
�����のロマンス小説������から着想を得た

ロックガーデンの様式によるベネチア庭園�������
������､ スペイン庭園�����
�������､ 日

本庭園������
�������が新たに造園された｡ 現在も見ることのできる庭園内のツツジとシャ

クナゲのコレクションはかれらが熱心に集めて植樹した｡ ワイルドマンが造園した中世風のキッ

チンガーデンにかれらは改良を加えた｡ ヴィクトリア時代の最新技術である暖房施設のついた

温室をキッチンガーデンの西側に建てた｡ かれらはその中でぶどう､ ピーチ､ メロン､ キュウ

リなどの野菜や果物を育て､ シダやベゴニアなど邸宅を飾る花を栽培した｡ 1860年代にガーデ

ナーズコテッジをキッチンガーデンの南西の隅に建てた｡ このようにウェブ家の庭園の改良は､

実用に基づき生活に密着した庭園だと考えられる｡

邸宅の北には����
������とよばれている自然風なエリアがある｡ 春には､ 灌木の林の下

にスノードロップ､ クロッカス､ 水仙が美しく咲く｡ ヴィクトリア時代に流行したウィリアム・

ロビンソンが提唱したワイルドガーデンの様式である｡ (橘, 2009) かつて修道院であったこ

とを想起してこの庭園に修道士の庭����
�������と名付けたのは､ ウェブ家の人々である｡

この庭で修道士	���
が瞑想していたと想像力がかきたてられるような ｢自然なままの｣ ウィ

ルダネス������

様式の囲まれた庭園である｡

1899年から1914年にかけてエセル������  が中心となって日本庭園がニューステッド・

アビーにつくられた｡ 日本庭園は､ ����������の南にある一段低くなった沼地にデザインさ

れた｡ 日本庭園造園のきっかけは一家の日本旅行だと伝えられる｡ ウェブ家の日本旅行を伝え

る詳細な資料はない｡ しかしな

がら邸内には､ ������
�!��	

(かつての"��#�����$$!��	

を改造した) とよばれる､ 日本

から持ち帰ったと伝えられる鶴

のふすま絵を壁にはめ込んだエ

キゾチックな部屋がある｡ (図

３参照)

ウ ェ ブ 家 縁 者 の 子 孫 の

%�	������からエセルの日本

庭園についての手稿が1996年７

月11日にニューステッド・アビー

博物館に寄贈された｡ (図４参
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図３ ニューステッド・アビーの�����������	

(出典：1999年筆者撮影)
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照) この手稿よるとエセルは日

本に滞在していたお雇い外国人

建築家のジョサイア・コンドル

���������	
�の執筆した日本

庭園について当時最も信頼のお

け る 英 文 の 著 書 �������

�������������(1893) を

パターンブックのように利用し

ていた｡ (���������, 2000；

���������
����, 2004) ����

 ����による!"#�$�%��&�の1917

年11月24日の記事 '(
)��
�	

*��
+,,-(�����.��/���
�
��0

	
��
�12�	+3��4��/�5によ

るとこの日本庭園を造園するために日本人園芸家を雇った '���	�6��+��4���
	��7��
�
�����0

�6��6�������6.���8
�1����
76�7��
5( ����, 1917：497) と記されているが､ 詳細については

資料が残っていない｡

ニューステッド・アビーを訪れた日本大使が､ 日本庭園を見てホームシックになったという

コメントが!"#�$�%��&�の同記事に記されている｡ '…��	�
)1��/��
��7��
�
*/�����	����


/�.��1��
����/7��/
��������)����
���+����.�
��	�

�����
�
�
1���7��)����/�	


��/1

���/
���4�5( ����, 1917：497)

ウェブ家は､ ニューステッド・アビーの中で２種類のエキゾチックな景観を創造した｡ ひと

つは､ 父親のウィリアム・フレドリック・ウェブのアフリカ趣味である｡ 図５のアフリカでラ

イオン狩りをするウィリアム・フレドリック・ウェブの肖像画は､ 邸宅の南端にあるホールの

大階段.���	��������
の壁面に現在飾られている｡ これを描いた画家*�1�
	�����6�	は､ 1831

－1875年頃に活躍し､ 犬などの動物や狩猟の場面を描くのが得意であった｡ この画家は､ ウェ

ブ一家の個人的な友人でもあった｡ この絵の中で､ ウィリアム・フレドリック・ウェブは､ 赤

いシャツを着て馬のそばに銃を携えて立っている｡ 横に座っているのは､ 彼の義理の兄弟の

��7����9���	���.����19��6.����である｡ 若いアフリカ人の剥製士の少年が､ ナイフを持っ

てしとめたばかりの死んだライオンの皮を剥ごうとしている｡ それを３匹の犬が見ている｡ こ

の場面は､ ヴィクトリア時代の英国人の抱いていたロマンチックなアフリカの野生についての

表象の一例である｡ 娘のエセルは子ども時代から､ このような父親のアフリカ趣味に囲まれて

育った｡

一方､ 娘のエセルは､ 別の方向でエキゾチックな景観づくりをニューステッド・アビーの中
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図４ ���������による日本庭園についての手稿

(出典：���+�1(�����.��/36�
6/�-(
)��
�	*��
+�)



で実践した｡ ガーデニングであ

る｡ とくにエセルは､ 1899年か

ら日本庭園を熱心につくった｡

エセルは､ 日本庭園のなかに､

父親の行ったアフリカのライオ

ン狩りとは異なったかたちのエ

キゾチシズムと穏やかな自然を

つくることを������な実践とし

た｡ エセルが日本庭園を造園し

たころの20世紀のはじめの英国

では､ 日本趣味 (ジャポニズム)

がはやり､ 多くの日本庭園がカ

ントリーハウスの庭園につくら

れた ｡ (��	
�����, 2000 ；

��	
���������, 2004；橘, 2006, 2008, 2009)

ウェブ家の試みたニューステッド・アビーの庭園における������な実践は次の３つにまとめ

られる｡ まず日本庭園において当時の英国で流行した庭園の最新スタイルで沼地という条件不

利な土地の改良を行った｡ ２点目は､ キッチンガーデンの改良と温室の導入で生産的で実用的

な庭園づくりを行った｡ ３点目は������������をヴィクトリア時代の造園家ウィリアム・ロ

ビンソンの提唱するワイルドガーデンのスタイルでつくることで修道士が荒野で瞑想するとい

う庭園イメージの再生を現代的な様式で行った｡

Ⅲ. ポライト・ツーリストの視点からみたニューステッド・アビー庭園

ニューステッド・アビーは英国で最も魅力のあるカントリーハウスのひとつである｡ 多くの

ポライト・ツーリストはニューステッド・アビーに惹きつけられた｡ ６代バイロン卿は､ ロマ

ン派の詩人として現在でもグローバルな人気を誇っている｡ (����, 2004) バイロンが､ ギリ

シャ本土のメッサロンギにて1824年に亡くなった後､ ニューステッド・アビーには文学巡礼者

がポライト・ツーリストとして多く訪れた｡

����������������の著した����������� !�"�のなかでも､ ニューステッド・アビーは､ ヴィ

クトリア時代のポライト・ツーリストたちにとくに人気のあったカントリーハウスだと論じら

れている｡ ����������によるとニューステッド・アビーの人気の理由は､ バイロン巡礼に代

表される文学的な雰囲気とゴシックの中世の廃墟の醸し出す独特のスタイルの魅力である｡

(����������, 1998)

この章では､ ポライト・ツーリストの視点から見たニューステッド・アビーの姿をガイドブッ
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図５ アフリカでライオン狩りをする ������� ���	���
�
����の肖像画｡ 画家����	�������	による｡ (���
��
�����, 大きさ267×334㎝, 1857, �550)

(出典：#��$�%&������
�'�(��('�)&�����������$)



英国のカントリーハウス庭園とポライト・ツーリスト 19世紀後半から20世紀のニューステッド・アビーを中心に

クの視点からみる｡

１) 初期ガイドブックからみたニューステッド・アビー

バイロン家の時代のニューステッド・アビーでは､ ポライト・ツーリストを想定してガイド

ブックが書かれることはなかった｡

ヴィクトリア時代のニューステッド・アビーのガイドブックとして､ 代表的なものは次の２

冊である：

�) ��������	
���(1855) ������������������������
��
��

�)  �����!�"	�#�(1874) �$�%&��'(�)�������������*����'�+,�-�,'(���
�.���/ 0
�

�
��
�

ワイルドマン家の所有時代 (1818－1860) の最初期のガイドブックは､ ������による｡ ウェ

ブ家 (1861－1931) の時代のガイドブックは ����による｡ このガイドブックのタイトルから

この冊子はポライト・ツーリストのニューステッド・アビー見学の土産や記念品��
12���#と

されたと考えられる｡ この２冊のガイドブックは､ ともにニューステッド・アビーにおける詩

人６代バイロン卿の事跡を紹介している｡ たとえば������のガイドブックをみると： ｢詩人

のベッドルーム｣ は��
34�"5
6��5�#��55
���2���5
#�として紹介している｡ つづいて修道士

の幽霊がでるという5	�7�1�5��0	��3�#が紹介されている：8�������#

��9	�#�����5��

"
��
�������3�5	�.1����5	��:�#�5
6�#��5�����
�;�<(������, 1855) バイロンが庭園か

ら掘り出された修道士の骸骨で酒杯をつくり宴で飲んだというエピソードが想起される｡ この

ような修道士の幽霊がでるという逸話は､ ニューステッド・アビーのゴシックの中世スタイル､

修道院の廃墟の醸し出すピクチャレスクな舞台背景があって成立する｡ 現在のニューステッド・

アビーでも秋になるとゴーストツアーが開催される｡ 幽霊の話は､ ニューステッド・アビーの

魅力のひとつとなっている｡

20世紀になった後ニューステッド・アビーの庭園が丁寧に紹介されているガイドブックは次

の１冊である：

�) ��
���=�(1916) �>%'��������������������>�(�����?
55��.	���

この1916年刊行のガイドブックには､ 次のような副題がある：0
�5�����.����"#�:5�
�
65	�

��#
������2��.�5
�#���"����"����5���5	���#����6�
65	�:
�5��	��5
#�
65	� 33������

"	�:5�#�
� �������7���������#
�<�31#���@:��"��やはりバイロン巡礼に役立つ情報がある

ことをアピールしている｡ 加えて､ アフリカ探検家のリヴィングストンのニューステッド・ア
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ビーでの逸話も記載されている｡

リヴィングストンはウィリアム・

フレドリック・ウェブの友人で

ニューステッド・アビーに1864

-5年に滞在している｡ 彼は２冊

目の旅行記���������	�
�	��

�	����	��を ��������������

にて執筆した｡ ウィリアム・フ

レドリック・ウェブの娘の一人

の�������������はリヴィング

ストンとの思い出を�	�	
 ��!
�

�
�"�#�����にまとめ1913年

に$��%&����'社から刊行した｡

(������, 1913)

庭園においてポライト・ツーリストたちに人気のあったバイロンにちなむものは､ 1808－

1809年の冬に邸宅の東側の庭園にたてられたニューファンドランド犬(������)%の大きな記念

碑である｡ もともとバイロンはこれを愛犬と彼自身のための墓としてつくった｡ しかしながら

バイロンは､ *�+,%�--の教会に葬られている｡ 現在は､ (������)%のみがここで眠っている｡

バイロンは､ 追悼として次の言葉を刻んでいる｡ ./�������0(����'�)�����1�%)�'2����%���

�)�����3%��-�%+�24�������)���������+)�'2�%0�--���1)������5&�%�)������)�1)+��67

次は8������0�99�'がノッティンガム市の所有になった1931年以降､ 初めて公刊されたガ

イドブックである｡

�) 4��/����)�%�58���)%���: (+61938) "�#�����;���<="!���>?���@!@��<!A���B!@!��	!


!A"!��	
 ���C(�����D4�64��-��%��:6

このガイドブックでは､ ノッティンガム市4��/����)�%�58���)%���:が新たにニューステッ

ド・アビーを資産���/��/���'として得たと誇らしく副題でうたっている｡ このガイドブック

は､ 4���-��3�%������2E�F6と �)�$�-)�%4��%に捧げられている｡ 4���-��3�%������は､

G)--)�:���0��)+,G�99の孫にあたる｡ 彼は､ バイロンの家具とゆかりの品々をノッティンガ

ム市に寄贈した｡ �)�$�-)�%4��%はニューステッド・アビーをノッティンガム市に寄贈した｡

この二人の功績のおかげでノッティンガム市はニューステッド・アビーを入手できた｡

このガイドブックにはもうひとつ副題がある：�+�%+)����%09��,������99�'��)%����

:�%�)�%�)��)��('��%�%0�������-)+��%0������0�%�6このガイドブックでは歴史や過去の
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図６ 詩人６代バイロンの愛犬���������の記念碑

(出典：2008年３月筆者撮影)



英国のカントリーハウス庭園とポライト・ツーリスト 19世紀後半から20世紀のニューステッド・アビーを中心に

記録を通して今日の姿について理解が深まるような記述に重点をおくと述べられている｡

(������������	
�����������1938�5) ニューステッド・アビーは､ 公共の資産となり､ 博物

館としてひろく一般に公開された｡

２) ニューステッド・アビーへの訪問者：ポライト・ツーリストたち

バイロン卿の次の所有者となったワイルドマンは､ ニューステッド・アビーは､ 詩人バイロ

ンの邸宅であったという歴史を大切にしていた｡ 彼は人気のあった詩人バイロンの事跡を訪ね

るポライト・ツーリストを地所に受け入れた｡ ワイルドマンは詩人バイロンの娘���や作曲

家のフランツ・リストをもてなしたことが記録されている｡

アメリカ人作家ワシントン・アーウィング����������������は1832年にワイルドマンを訪

問して､ ワイルドマンによる邸宅と庭園の改良の成功をほめたたえた：


���������������	���������������������������������������������������������

���������������������������	������	������	������������������	��������������

��������������� �����	�����������������������������������������	�� !����� 

����������"����������������������������������	���	��������(������, 1850)

ウィリアム・フレドリック・ウェブは､ ニューステッド・アビーの近くを通過する鉄道

#������$������に私的な駅���������������を設置した｡ ウェブ家の人びととニューステッド・

アビーを訪れる人びとの便利のためである｡ やがて駅には､ 
�������%������&����ができた｡

ホテルの経営者は､ 限られた数であるがニューステッド・アビーの入場券を扱っていた｡ 訪問

者は､ 駅から1�25マイルの栗と菩提樹の並木の道のりを歩きニューステッド・アビーに到着す

る｡ そこでウェブ家のハウスキーパーの#���#���������に挨拶して､ 邸内と庭園を案内し

てもらう｡ これが､ ウェブ家の時代のポライト・ツーリストのニューステッド・アビー訪問の

スタイルであった｡ (�����1978'�����	
�������������'������2001)

ウェブ家の時代には､ エドワード７世やジョージ王など高貴な客人が何度かニューステッド・

アビーを訪問したことが1916年の(����によるガイドブックに記されている：

)�����#�������"������������������*���+�����������������������
�������������

�����������	��$�		��������������������������������)����������� ����(���

���(���%������*���,��������-����#�������������������������������������	


����
�������.����1914�((����, 1916：44�45)

エセル・ウェブが1915年に亡くなったとき､ 地方新聞の/012345678795:;425:では､ 彼女の
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追悼記事が掲載された｡ その中で ｢彼女はイングランドにおいて一番のアマチュア造園家のひ

とり｣ �����������	�
�
����
����	������
���と評された｡ さらに記事はニューステッ

ド・アビーに彼女が築いた園芸植物のコレクションは世界第一級品だと評価している｡ 続いて

記事は､ 彼女は､ 庭園を何度も一般に公開したと記す｡ しかしながら日常生活の場に見学者で

あるポライト・ツーリストを受け入れるのも限界があるようで､ 1916年の�����のガイドブッ

クでは次のようにポライト・ツーリストに注意をうながす：

���
����
	��		����������	����������������������������������
��
	����

	��
�����	���	���
��	��
��
����
�������
�	���
���	��� ������������
�����	�

��������	�������	�������������
�!��	��
��	���
���	��� ��
�����"�#
����

#
������
����	����	������$(�����, 1916：44)

ウェブ家の頃のニューステッド・アビーは､ 生活の場所でもあった｡ 単なる	��� ��
��で

はなかった｡ %����	����も指摘するように､ ニューステッド・アビーは個人の生活の場所で

もあったので､ ポライト・ツーリストを無制限に受け入れることはできなかった｡ ポライト・

ツーリストを受け入れるにあたりウェブ家は､ 一度に６人まで､ 事前に手紙で申込をするとい

う制限をつけた｡ ポライト・ツーリストはグループにまとめられ､ ハウスキーパーによるガイ

ドによって邸内と庭園を案内された｡ (%����	����, 1998：152) ニューステッド・アビーはポ

ライト・ツーリストに人気のあるカントリーハウスであった｡

謝辞

筆者は資料調査と現地調査にかんしてノッティンガム市ニューステッド・アビー博物館 (&�����

!�������
� ��	���	�!��	��
������) の#
����'
�"	��氏に大変お世話になりました｡ 記して感謝申

し上げます｡
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